
 

発言順位７    １０番 鈴 木 弥 栄 子 議員 （一問一答） 

１ 要配慮者の命を守る避難体制の整備について 

(1) 要配慮者とその家族の安全な避難について 

① 大規模災害発生時において要配慮者とその家族が福祉避難所へ避

難するには、現在どのような手順になっているのか伺います。 

② 要配慮者やその家族が、一般の避難所への避難を躊躇し、危険な自

宅にとどまることや車中避難などで孤立してしまうリスクに対する

市の現状認識を伺います。 

③ 令和３年５月に改定された内閣府の「福祉避難所の確保・運営ガイ

ドライン」には、あらかじめ福祉避難所ごとに受入対象者を特定して

公示する制度の創設と、この制度と個別避難計画を組み合わせて、福

祉避難所への直接の避難を促進することが適当であると明記されて

います。 

  現在の福祉避難所の指定数と、その内訳を伺います。併せて、避難

所ごとの受入対象者を市民へ周知する考えを伺います。 

  また、福祉避難所への「自宅からの直接避難」の導入や運用につい

て、市では今後どのように検討・周知・推進していくのか伺います。 

(2) 磐田特別支援学校を「こどものための福祉避難所」に指定すること 

  について 

① 令和６年１１月に内閣府から県防災担当部局へ発出された、「特別

支援学校を障害のある子供のための福祉避難所に指定する取組の推

進について」の事務連絡に対する本市の認識について伺います。 

② 令和９年４月に開校する「静岡県立磐田特別支援学校」について、

内閣府の事務連絡を踏まえ「在校生や地域の未就学障がい児等のため

の指定福祉避難所」として協定を結び、事前の個別避難計画に基づき

「自宅からの直接避難」が実施できる体制を関係機関と早期に構築す

べきと考えます。市の見解を伺います。 

 

 

 



 

(3) 障がい児と保護者への防災教育について 

① 災害時に障がい児を守るためには、日頃からの備えや、実践的な訓

練が不可欠と考えます。障がい児の家族に向けた防災啓発の取組状況

について伺います。 

② 避難生活への適応が難しい障がい児にとって、実際の避難所環境を

事前に経験することは極めて重要であると考えます。その有効性に対

する認識について伺います。 

③ 新たな試みとして、特別支援学校等の体育館を活用し、障がい児本

人とその家族が避難所生活を疑似体験する「防災宿泊体験会」につい

て、市、学校、ＰＴＡ、市民団体等が協働で企画・実施する考えにつ

いて伺います。 

 


